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講演『武相講』

連綿と受け継がれる信仰

の心に迫る

本年度会場 町田の名刹

妙延寺の本堂

大荒行百日成満の僧侶

にのみ伝授される木剣

修法 魂の祈り

名門『一龍齋』家、新進

気鋭の女流講談師によ

る講談「日蓮記」

◆日 時 平成 年 月 日 金 ◆会 費 円 昼食代含む

受付 ～ 解散 ◆定 員 名

◆会 場 妙延寺 町田市森野 ◆主 催 日蓮宗東京都南部宗務所
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ふ り が な

氏 名

年 齢 歳 性別 男性 ・ 女性

住 所

電話番号

所属寺院

講演 『武相講
ぶ そ う こ う

御召服講
おめしふ く こ う

』 冬御召服講長 五
い

十
ら

子
ご

孝一
たかいち

氏

大本山池上本門寺 大堂に奉安されている日蓮聖人の御尊像の夏物と冬物の
お衣を奉納する講中。夏物の麻と冬物の絹、双方の産地であった旧武蔵国・
旧相模国の頭文字を取り『武相講 御召服講 』と言います。本門寺では毎年
月と 月に御衣替え式が行われます。

冬講長 五十子氏に池上本門寺『孝道示現のお祖師様』に永年にわたりお給仕
してきた誇りと報恩の心を語って頂きます。

講談『日蓮記』 講談師 一龍齋
いちりゅうさい

貞
てい

鏡
きょう

東京都渋谷区笹塚で八代目一龍齋貞山の実子として生まれる
平成 年 月 講談協会 八代目一龍齋貞山門下へ入門、講談協会見習い
平成 年 月 日 『貞鏡』の名で上野本牧亭に於いて初高座、講談協会前座
平成 年 月 日 二つ目昇進
父が八代目一龍齋貞山、祖父が七代目一龍齋貞山、義理の祖父が神田伯龍であ
り、世襲制ではない講談界に於いて初の三代続いての講談師
学校寄席、地域寄席、仏教講談、講談バスツアー、イベントの司会など、講談の
可能性を生かして様々な方面で活躍中

受付

開会式

講演『武相講』

昼食

講談『日蓮記』

祈祷会

閉会式 解散

◆会 場：町田 妙延寺

東京都町田市森野

◆受 付：午前 時

◆会 費： 円

◆定 員： 名

◆締 切： 月 日

◆申込方法：下記申込欄にご記入の上 にて

東京都南部宗務所までご返送下さい。

◆申込・問合せ：東京都南部宗務所

〒 東京都大田区池上 本門寺内

（開所日：毎週月曜・木曜 閉所日： 月 日・ 日）

◆当日連絡先： （吉田）

◆日 時：平成 年 月 日

日蓮聖人の魂にふれる・・

～会場 妙延寺 地図～

厚い信仰に共鳴し 大聖人の生き様に感涙し

一心清浄のご祈祷に心洗われる

明日への力となる実りある一日をおすごし下さい

申込先 東京都南部宗務所 ファックス番号

参加申込記入欄

町田駅･小田急町田駅より徒歩約 分


